
１
９
８
０
年
代
半
ば
は
　

翻
訳
ソ
フ
ト
の
創
成
期
だ
っ
た

人
間
で
は
な
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
行
な
う

翻
訳
が
身
近
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
で
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
本
格
的
な
翻
訳
シ
ス
テ

ム
が
登
場
し
た
の
は
、
１
９
８
０
年
代
の
半

ば
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
、
筆
者
は
次
の
よ
う

な
翻
訳
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
に
携
わ
っ
て

い
た
。

当
時
、「M

achine
translation

」
の
訳

語
と
し
て
「
機
械
翻
訳
」
が
広
く
使
わ
れ
て

い
た
。「M

ach
in
e

」
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」

を
指
す
。
実
際
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
動

く
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
は
「
自
動
翻
訳
」
と
い
う
用
語
が

使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
業
界
で
は
「
翻

訳
支
援
ツ
ー
ル
」
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
「
翻
訳
ソ
フ
ト
」

が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

85
年
に
開
催
さ
れ
た
国
際
科
学
技
術
博
覧

会
（
つ
く
ば
科
学
万
博
）
で
、
日
本
の
大
手

電
算
機
メ
ー
カ
ー
各
社
が
機
械
翻
訳
シ
ス
テ

ム
を
披
露
し
た
。
こ
の
前
の
年
、
ブ
ラ
ビ
ス

社
が
パ
ソ
コ
ン
で
動
く
翻
訳
ソ
フ
ト
を
発
売

し
た
の
は
、
業
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

こ
の
影
響
を
受
け
て
、
富
士
通
、
日
立
な
ど

の
電
算
機
メ
ー
カ
ー
各
社
が
な
だ
れ
を
打
つ

よ
う
に
、
翻
訳
ソ
フ
ト
の
発
売
を
発
表
し
た
。

こ
の
当
時
、
私
は
富
士
通
研
究
所
で
「
Ａ

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｓ
」
と
い
う
機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
携
わ
り
、
英
語
の
生
成
を
担
当
し
て

い
た
。
そ
の
と
き
に
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
か
ら

磁気ドラム

制御盤

書出装置 読取装置

本体
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あんどうすすむ●機
械翻訳の研究開発に
参加したあと、大学
で英語の非常勤講師
を務めた。著書に『ち
ょっと検索！翻訳に
役立つGoogle表現
検索』がある

機械翻訳の開発は古くからの人々の夢だ
った。1959年、通産省電気試験所（現在
の独立行政法人産業技術総合研究所）が
開発した機械翻訳専用機「やまと」。紙
テープに「I like music」とパンチし入力
すると、「ワレガ　オンガクヲ　コノム」とプ
リンタに出力できた

写真提供：産業技術総合研究所

安
藤

あ

ん

ど

う

進す
す
む

翻
訳
家

bunshin
多角形
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依
頼
さ
れ
た
翻
訳
は
、
な
ん
と
、
小
説
や
詩

歌
な
ど
、
文
学
的
な
も
の
だ
っ
た
。

『
雪
国
』
の
書
か
れ
て
い
な
い
　

主
語
を
ど
う
訳
す
か

私
に
手
渡
さ
れ
た
の
は
、
「
国
境
の
長
い

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
」
と

い
う
川
端
康
成
の
小
説
『
雪
国
』
の
冒
頭
の

一
節
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
科
学
技
術
分
野

の
翻
訳
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、こ
れ
は
難
題
だ
っ
た
。
思
案
に
暮
れ
た

私
は
、
日
本
橋
の
丸
善
で
同
書
の
英
訳Snow

C
ountry

（E
dw
ard
G
.
Seidensticker

訳
）
を

買
い
求
め
た
。

い
ま
、
手
元
の
資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
っ

た
が
、
当
時
の
記
憶
に
よ
っ
て
冒
頭
の
一
文

の
訳
文
を
再
現
し
て
み
た
（
参
考
１
）。

英
語
の
主
語
に
相
当
す
る
語
句
が
日
本
語

に
は
明
示
的
に
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
苦
慮

し
た
。
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
氏
の
訳
文
を

見
な
が
ら
、
日
本
語
の
解
析
担
当
者
と
議
論

し
て
徹
夜
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
日
本
語

を
解
析
し
、
英
語
を
生
成
す
る
ま
で
、
膨
大

な
処
理
に
な
る
。
結
果
論
に
な
る
が
、
Ａ
Ｔ

Ｌ
Ａ
Ｓ
の
訳
文
は
、
分
詞
構
文
も
破
格
だ
し

時
制
も
へ
ん
だ
。
だ
が
、
こ
れ
が
精
一
杯
だ

っ
た
。

こ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
利
用
で
き
る

無
料
の
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
得
ら
れ

た
３
種
類
の
訳
文
を
紹
介
す
る
（
参
考
２
）
。

参
考
ま
で
、
ペ
ー
ジ
下
に
は
翻
訳
サ
イ
ト
の

ア
ド
レ
ス（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
も
添
え
て
お
く
。

ヤ
フ
ー
の
訳
文
に
は
、
主
語
と
し
て「
it
」

が
補
わ
れ
て
い
る
。
な
ん
と
エ
キ
サ
イ
ト
で
は

「tra
in

」
が
補
わ
れ
て
い
る
。
グ
ー
グ
ル
の

訳
文
で
は
「
長
い
」
の
係
り
先
に
誤
り
が
あ

る
。「L

on
g
B
ord
er

」
で
は
「
長
い
国
境
」

と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
20
年
以
上
も
昔
の
レ
ベ
ル
と
比
べ

て
も
、
あ
ま
り
大
き
な
進
歩
は
見
ら
れ
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
コ
ダ
ッ
ク
社
は
　

ど
こ
に
あ
る
の
か

90
年
代
の
初
め
、
ア
メ
リ
カ
最
大
の
翻
訳

者
の
団
体
（
Ａ
Ｔ
Ａ
）
が
英
日
翻
訳
の
検
定
試

験
を
行
な
っ
た
際
、
私
も
採
点
者
の
一
人
と

し
て
参
加
し
た
。
そ
の
と
き
の
試
験
問
題
の

一
つ
に
、
写
真
で
有
名
な
コ
ダ
ッ
ク
社
の
歴

史
的
な
経
緯
を
説
明
し
て
い
る
問
題
が
あ
っ

た
。
訳
さ
れ
た
答
案
の
日
本
語
を
読
み
比
べ
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※インターネットで利用できる無料の翻訳サイトのアドレス（URL）
ヤフー● http://honyaku.yahoo.co.jp/transtext

エキサイト● http://www.excite.co.jp/world/
グーグル● http://translate.google.com/translate_t

【参考1】機械翻訳システム「ATLAS」による川端康成『雪
国』冒頭の英訳

◆原文

国境の長いトンネルを抜けると雪国であった。
［ATLASの訳文］
When passing through a long border tunnel, there was a
snow country.

［Seidenstickerの訳文］
The train came out of the long tunnel into the snow country.

【参考2】インターネットの翻訳サービスによる川端康成
『雪国』冒頭の訳例

［ヤフー］
When it passed through the long tunnel of the border, it
was a snowy district.

［エキサイト］
When the train came out of a long tunnel at the border, the
snowy country there.

［グーグル］
Long border and go through a tunnel of snow country.

1984年、ブラビス社より発売された翻訳ソフト「マイクロパックJ/E」。1時間
に3000語を処理できた。当時の朝日新聞第一面のトップ記事に「自動翻訳
機売り出す」と報道され、話題となった。現在発売されている翻訳ソフト「訳
せ!! ゴマ」は、このソフト開発の流れを汲むもの 写真提供：エムティラボ（株）

bunshin
長方形



て
、
疑
問
に
思
っ
た
箇
所
が
あ
る
（
参
考
３
）。

【
参
考
３
】
英
日
翻
訳
の
検
定
試
験
に
出
さ
れ
た

試
験
問
題
の
例

◆
原
文

R
ochester,N

ew
Y

ork’s
prosperous

E
ast

A
venue

﹇
訳
文
１
﹈

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
に
ぎ
や
か
な
イ
ー
ス
ト
ア
ベ
ニ
ュ

ー
の
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー

﹇
訳
文
２
﹈

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
に
ぎ
や
か
な

イ
ー
ス
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
と
「
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
「
イ

ー
ス
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」
と
の
相
互
の
位
置
関

係
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
地
図
を

開
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
五
大
湖
の
オ
ン

タ
リ
オ
湖
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
こ

に
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
と
い
う
都
市
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
そ
こ
に
イ
ー
ス
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
が
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
結
果
、（
参
考
３
）

の
﹇
訳
文
１
﹈
は
誤
訳
で
あ
り
、﹇
訳
文
２
﹈

が
正
解
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

い
ま
、
こ
こ
で
、
グ
ー
グ
ル
の
地
図
検
索

を
利
用
す
る
と
、
こ
の
事
実
は
簡
単
に
確
認

で
き
る
。
さ
ら
に
拡
大
し
、
﹇
航
空
写
真
﹈

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
場
所
の
様
子
も
わ
か

る
。な

お
、「
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
い
う
地
名
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ほ
か
に
、
ミ
ネ
ソ
タ
州

や
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
、
さ
ら
に
は
イ
ギ

リ
ス
に
も
あ
る
の
で
、
早
合
点
は
禁
物
で
あ

る
。
し
か
し
、
コ
ダ
ッ
ク
社
の
話
で
あ
れ
ば
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
「
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
」
に
決

ま
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
語
と
英
語
と
で

は
、
住
所
の
並
べ
方
が
異
な
る
こ
と
を
改
め

て
感
じ
た
。
当
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地

図
検
索
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
こ
を
訪

れ
た
経
験
が
な
い
翻
訳
者
に
は
難
題
だ
っ
た

と
思
う
。

こ
こ
で
、「R

ochester

」
の
表
記
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。た
と
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
エ
ン
カ
ル
タ（encarta

）」

の
辞
書
で
発
音
を
聞
い
て
み
る
（
注
）
。

こ
の
音
声
を
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
と

「
ラ
チ
ェ
ス
タ
」
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
と
こ

ろ
が
、
手
元
に
あ
る
い
く
つ
か
の
市
販
の
辞

書
を
引
く
と
、
ど
れ
も
「
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
い
く
つ
か
の

表
記
を
グ
ー
グ
ル
で
検
索
し
て
み
た
。

「R
och
ester

」
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
記
を
グ
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Googleの地図検索で表示されたロチェスターのイーストアベニュー
http://maps.google.co.jp/maps?utm_source=ja-wh-
イーストアベニューは画面の左上から右下へ走っている

注●エンカルタで「Rochester」を検
索した画面
http://encarta.msn.com/dictiona
ry_/Roch%25EF%25BD%25A5e
s%25EF%25BD%25A5ter.html
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ー
グ
ル
で
検
索
し
て
ヒ
ッ
ト
件
数
を
比
較
し

て
み
た
の
が
表
１
だ
。
な
お
、
完
全
一
致
で

検
索
す
る
た
め
に
、
半
角
の
二
重
引
用
符
で

囲
ん
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
日
本
語
で
は
「
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
」

の
使
用
頻
度
が
圧
倒
的
に
高
い
こ
と
が
推
定

で
き
る
。
英
語
の
発
音
に
近
い
「
ラ
チ
ェ
ス

タ
」
は
少
な
い
が
、
今
後
こ
の
都
市
を
訪
れ

る
日
本
人
が
増
え
れ
ば
、
変
わ
る
か
も
し
れ

な
い
。

翻
訳
で
は
、
で
き
る
だ
け
広
く
使
わ
れ
て

い
る
表
現
を
使
う
ほ
う
が
、
違
和
感
な
く
読

者
に
伝
わ
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

訳
語
が
あ
る
場
合
、
対
象
読
者
を
考
慮
す
る

視
点
も
必
要
に
な
る
。

「
日
本
の
東
海
」
と
は
　

い
っ
た
い
ど
こ
の
こ
と
か

青
山
学
院
大
学
理
工
学
部
で
技
術
英
語
を

担
当
し
て
い
た
こ
ろ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

す
る
。
99
年
９
月
末
に
、
東
海
村
で
臨
界
事

故
が
発
生
し
た
。
私
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

報
じ
た
『N

atu
re

』
の
記
事
を
、
学
生
た
ち

に
課
題
と
し
て
翻
訳
さ
せ
た
。
あ
る
学
生
の

訳
文
の
一
部
を
紹
介
す
る
（
参
考
４
）。

【
参
考
４
】『N

ature

』
の
記
事
の
原
文
と
英
訳
例

◆
原
文

a
nuclear-fuelprocessing

plantin
T

okai,
Japan

﹇
あ
る
学
生
の
訳
文
﹈

日
本
の
東
海
の
原
子
燃
料
処
理
プ
ラ
ン
ト

﹇
筆
者
の
試
訳
﹈

茨
城
県
東
海
村
の
核
燃
料
加
工
施
設

私
は
、
授
業
で
こ
の
訳
例
を
示
し
て
、
学

生
全
員
に
「
日
本
の
東
海
」
と
は
ど
こ
か
、

「
原
子
燃
料
処
理
プ
ラ
ン
ト
」
で
い
い
か
、
な

ど
と
尋
ね
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
『N

ature

』

の
記
事
は
、
日
本
で
報
道
さ
れ
た
テ
レ
ビ
や

雑
誌
、
新
聞
な
ど
の
情
報
を
参
考
に
し
て
、

こ
れ
を
英
語
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
は
ず

だ
」
と
説
明
し
た
。

学
生
た
ち
と
一
緒
に
、
い
く
つ
か
の
ニ
ュ

ー
ス
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、「T

ok
ai

」

が
「
茨
城
県
東
海
村
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
新
聞
で
は
「
核
燃

料
加
工
施
設
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
も
確
認

し
た
。

私
は
、「
英
語
で
は
『T

ok
ai

』
だ
け
で

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
不
明
な
の
で
、
日
本
の

都
市
で
あ
る
と
補
足
し
て
い
る
が
、
日
本
人

に
と
っ
て
は
『
日
本
の
』
は
不
要
で
あ
り
、

日
本
人
の
読
者
に
は
『
茨
城
県
の
』
と
補
足

す
る
ほ
う
が
親
切
だ
ろ
う
」
と
説
明
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
「
同
じ
事
実
で
も
、
日
本
語

と
英
語
で
は
対
象
読
者
が
違
う
の
で
、
表
現

も
異
な
る
」
と
補
足
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
表
記
を
グ
ー
グ
ル
で
検
索
し

て
ヒ
ッ
ト
件
数
を
比
較
し
て
み
た
。
こ
の
結

果
、
現
在
で
も
、
「
核
燃
料
加
工
施
設
」
が

広
く
使
わ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
（
表
２
）。
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表１「Rochester」の訳語候
補のヒット件数の比較　
（検索日：2008年４月）

検索表現 ヒット件数

“ロチェスター” 478,000

“ローチェスター” 4,410

“ロチェスタ” 3,100

“ラチェスター” 26

“ラチェスタ” 18

表2「nuclear-fuel processing plant」の訳語候補
のヒット件数の比較（検索日：2008年４月）

検索表現 ヒット件数
“核燃料加工施設” 4,210
“核燃料処理施設” 1,250
“核燃料加工工場” 1,050
“核燃料処理プラント” 3
“注（1）” 1,480
“注（2）” 25

［注］次のように最大ヒット件数の表現にいくつかの語句を追加してAND検索した。
（1）“核燃料加工施設”東海村　臨界事故　
（2）“核燃料処理施設”東海村　臨界事故　
なお、完全一致で検索するために、半角の二重引用符で囲んである
（表1も同じ）



『N
atu
re

』
の
記
事
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど

と
同
じ
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
翻
訳
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
得
ら
れ
た
３
種
類
の
訳
文

を
紹
介
す
る
（
参
考
５
）。

【
参
考
５
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る『N

ature
』
の
記
事
の
訳
例

◆
原
文

a
nuclear-fuelprocessing

plantin
T

okai,
Japan

﹇
ヤ
フ
ー
﹈

東
海（
日
本
）の
核
燃
料
処
理
植
物

﹇
エ
キ
サ
イ
ト
﹈

ト
ー
カ
イ
、
日
本
の
核
燃
料
加
工
施
設

﹇
グ
ー
グ
ル
﹈

核
燃
料
加
工
工
場
で
は
東
海
、
日
本

エ
キ
サ
イ
ト
で
は
「
ト
ー
カ
イ
」
と
カ
タ

カ
ナ
に
な
っ
て
い
る
。
ヤ
フ
ー
で
は
「
核
燃

料
処
理
植
物
」
と
思
い
が
け
な
い
迷
訳
に
な

っ
て
い
る
。
グ
ー
グ
ル
で
は
意
味
不
明
な
訳

文
に
な
っ
て
い
る
。

辞
書
と
文
法
の
二
刀
流
の
限
界
を
　

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
乗
り
越
え
る

た
と
え
ば
、
80
年
代
の
半
ば
に
登
場
し
た

富
士
通
社
の
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｓ
は
１
カ
月
の
使
用

料
金
だ
け
で
１
０
０
０
万
円
も
し
た
と
い
わ

れ
る
。
そ
の
後
80
年
代
の
後
半
に
、
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
動
く
機
械
翻
訳
ソ
フ
ト
が

発
売
さ
れ
た
が
、
数
百
万
円
と
高
価
で
あ
り
、

ハ
ー
ド
と
一
緒
に
購
入
す
る
と
１
０
０
０
万

円
近
く
に
な
る
た
め
、
一
般
の
人
が
個
人
で

利
用
す
る
に
は
高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
。

90
年
代
に
入
る
と
、
各
社
の
翻
訳
ソ
フ
ト

は
数
十
万
円
ほ
ど
に
下
が
っ
た
。
さ
ら
に
、

90
年
代
後
半
に
な
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
伴
い
、
無
料
で
利
用
で
き
る
翻
訳

サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
は
じ
め
た
。

そ
し
て
、
今
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、

翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
利
用
で
き
る
サ
イ

ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
数
千
円
で
購
入
で
き

る
市
販
の
翻
訳
ソ
フ
ト
も
登
場
し
て
い
る
。

書
く
人
が
い
て
、
読
む
人
が
い
て
、
伝
え

る
人
が
い
る
。
翻
訳
者
は
、
書
く
人
の
立
場

で
原
文
を
理
解
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
読
者
を
想

定
し
て
表
現
を
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
思
考
過
程
を
工
学
的
に
追
認
す
る
と
い

う
意
味
で
、
機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開

発
が
少
な
か
ら
ぬ
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
従
来
の
辞
書
と
文
法
の
二
刀
流

に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
限
界
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
役
立
つ
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
地
図
検

索
や
画
像
検
索
、
ヒ
ッ
ト
件
数
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
利
用
す
る
と
、
書
く
人
と
読
む

人
の
双
方
の
立
場
を
疑
似
的
に
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

も
と
も
と
翻
訳
は
ア
ナ
ロ
グ
の
世
界
だ
が
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
広
く

読
者
に
伝
わ
る
翻
訳
が
可
能
に
な
る
と
思
う
。

最
近
は
、
機
械
翻
訳
結
果
を
そ
の
ま
ま
出
力

す
る
の
で
は
な
く
、
対
訳
事
例
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
や
ネ
ッ
ト
検
索
で
収
集
し
た
用
例
を
参

考
に
し
て
、
修
正
し
た
訳
文
を
出
力
す
る
シ

ス
テ
ム
も
登
場
し
て
い
る
。
今
後
も
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
翻
訳
に
活
用
す
る
研
究
開
発
の
動

向
に
注
目
し
た
い
。a
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